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現代文化の新潮流とその特質

グローバル化・再ローカル化・サブカルチャー
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1. 現代文化の諸特質

1-1文化の商品化・技術化・グローバル化

文化Iture)の前形であるラテン語の

culturaが意味したように,文化という語は田

畑の耕作,家畜などの飼育や養殖,さらには菌

類などの培養といった意味を含み持つ。 さら

に,culturaの語源であるcolere住む,耕

す)がcolonus(耕作民)を経てcolony(英

:植民地)などの語に通じることからもわかる

ように,もともと文化の意味づけは,人間の知

恵に基づく自然の開拓にあった。 植物や動物な

どの「自然」を飼いならしつつ共生をはかり,

人間の生活圏を拡大するという「行為」の中に

文化は求められたのである。 特定の自然条件に

対する特定の開拓・共生(適応)の様式。 いい

かえれば技術的な行為のさまざまな「かたち」

が,いわゆる「文化」として多種多様な生活の

価値を表すのだと基礎付けることができよう。

かかる観点からすれば,現代文化は次の三つ

の点において特異な性格を示すものといわざる

を得ない。第一は文化の商品化,第二は技術

化,そして第三はグローバル化の問題である。

先述したように,文化はその由来からすれ

ば,特定の自然条件の中における特定の生活の

「かたち」であり,「価値」である。 簡潔に言

えば,文化とは人間の衣食住の「かたち」であ

る。したがってそれは,伝統の中に立ち,伝統

を「かたち」として引継ぐとともに,そこに

「新たな価値」を継ぎ足していくという一連の
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歴史的時間の継続において考えられてきた。 か

かる歴史的時間の中において,文化の「かた

ち」を成す時間と空間は一体の「風土」として

形成されてきたのである。

しかるに,今日ではおよそ衣食住のあらゆる

領域において商品化を免れているものなどな

い。人間生活の「かたち」を構成する基礎であ

る服飾文化,食文化,さらには「住まい」さえ

もが,商品としてグローバルな産業構造と技術

的合理性の渦の中に飲み込まれてしまった。

「衣」は巨大なファッション産業となり,グ

ローバルな分業体制の中で生産コストを切り下

げ,宣伝広告メディアを駆使した販売戦略を用

い,各地の伝統的な服飾様式を駆逐して服飾文

化の均質化を推し進めている。 「食」もまた同

様に,ファストフード産業やスーパー・マー

ケット,コンビニエンス・ストアなどのグロー

バルな出店ラッシュによって,世界各地の風土

的食文化をサービスの効率化・均質化というイ

ンスタントな「合理的価値」の支配の内に埋没

させている。「住」についても,世界各地の都

市計画や都市景観は,近代建築のユニヴァ-サ

リゼ-ションの流れの中で競い合うように高層

化を経験し,さらには「衣」「食」の関連企業

はもちろん自動車,コンピュータに至るまでの

様々な「商品」広告や「記号」の群れが,世界

中の都市のメインストリートを覆い尽した。 今

や世界の主要都市は,にわかにはどの国の都市

であるのか判別がつかないほどの「相似形」

と変貌を遂げている。

これら「衣食住」の観点に加えて,グローバ

ル文化の推進力として映画やアニメ,ゲーム,

世界的なニュース・ネットワーク等々の「メ

ディア」のグローバル化や,観光産業の肥大化

などもあげられる。 たとえば,ア-リ(∫.

Urry)が述べているように,今日のツーリズ

ムの多くは,いわば「視覚的な記号」あるいは

「シミュラークル」として「場所を消費」して

いるのであり,実際「流行のすばやい変化」の

ために「観光地」の「入れ替わり(流行り廃

り)」も早まっているのである(1)

さて,このように現代文化は,経済・技術・

メディアを主要な推進力として,それらの影響

力の複合的・多面的な交差の中でグローバルな

拡張を遂げてきた(2)そして今や文化が,商品

とテクノロジー,およびその両者を絶え間なく

全世界に配信する経済とメディアのグローバル

化の奔流の中で,ひとつの「グローバル文化」

というべき様相へと変貌しつつあることが,い

よいよ顕わになってきた。
現代文化は,文化の

商品化,技術化,グローバル化の複合体である

新たな世界的「消費文化」の拡大の中で,いわ

ば記号・メディア的な消費対象として,おのれ

の姿を巨大な像のごとく世界中に浮かび上がら

せているのである。

1-2文化のグローバル化と個人化

文化のグローバル化という問題は,その根底

に文化の個人化・断片化という矛盾も季む。 文

化のグローバル化ということを,一般的な意味

で,文化の「脱ローカル化」と不即不離である

と考えるならば,そこには当然ながら,社会生

活の「脱伝統化(de-traditionalisation)」とい

う側面が見出されねばならない。 つまり,近代

社会一般が経験してきた「脱伝統化」の流れの

延長として,「人々の趣味・価値・規範が,教

育・家族・文化・政府・法律といった(既存

の)『社会編成的(societal)』な諸制度によっ
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ては決定されなく」なってきたのである。 文化

価値や道徳規範などの決定権は,ますますもっ

て,既存の社会関係や社会諸制度から分離した

諸個人や諸集団に委託されるようになり,それ

らが各自で「固有の諸制度の構築を構想できる

ようになった」(3)。

今日の文化のグローバル化も,こうした事態

の延長上において捉えられよう。 各地の固有な

文化価値は,全体として,伝統的な社会関係と

の関連性を喪失してきた。 家族や共同体,宗教

などといった,旧来の文化的価値の基盤をなし

てきたような枠組みは次第に取り払われ,個人

が抱く価値規範や個人が選択する文化価値が重

きをなすようになった。 個人化した時間性を示

す「パーソナル・カレンダー」や「ライフ・プ

ラン・カレンダー」(ギデンズ)が台頭し,諸

個人は,伝統的な社会制度の基礎を成した生活

上の諸意味から乗離し,もっぱら自分個人の

「価値観」に合わせた生活を楽しむようになっ

たのである(4)

戦後の経済の高度成長や,技術・メディアの

グローバル化がこうした傾向に拍車をかけた。

たとえば,テレビはかつて一家に一台あればよ

い方であったが,今や各部屋に一台が普通とな

り,かくして一家が共通の時間に共通のプログ

ラムを鐙賞する機会は著しく減少した。 同様

に,電話は各人に一台の携帯電話へと発達し,

家族の誰かが介在することなく個人と個人を直

結するようになった。 家族がひとつの屋根を共

有しながらも,それぞれ別のテレビ番組を楽し

み,あるいは,それぞれが別の外部の人間との

会話を楽しむようになったのである。 かくし

て,ひとつの家族の中に,相互に断片化された

多数の「親密圏」が見出されるようになった。

むろんこうした現状は,近代社会の必然的な

成り行きにすぎない。 周知のように,近代社会

の最大の目標は「個人の自由の確立」であり,

その過程の社会改革も「ことごとく個人の解

放,自由の確立を目指し」てきた。 そうした流

れの中では,家族もまた当然解体すべき「共同

体」であるとされ,かかる運命をたどるほかは

なかった(5)加えて今日の商品テクノロジー

は,ますますもってパソコンや携帯に象徴され

るごとき「パーソナル」な利用を想定したデザ

インを志向するようになってきている。 逆に言

えば,社会全般が諸個人の単位へと分断したが

ゆえに,「孤独な群集」(リースマン)の孤立や

不安を技術的に埋め合わせるための情報ネット

ワーク技術が世界的なヒット商品となったと見

ることもできよう。

かかる過程の中で,「文化の時間」までもが

それぞれの個人に還元されてきた。 家族であ

れ,コミュニティであれ,ましてや国家であ

ヽヽ
れ,そこに共通の文化的時間の流れを見出すの

は困難となった。人々は,まさに各人の「ライ

フ・プラン・カレンダー」を通じて,「ライ

フ・スタイル」を追い求めるのである。 総じて

文化は,多数の人々によって共有される「大き

な文化」から,個人や小集団などの「小さな文

化」へと移行した。 かくして,全体として現代

文化は「断片化」を経験してきたといえよう。

こうした文化変容の中,家族や共同体などの

ローカルな文化的価値枠組みの衰退・断片化と

軌を一にして,それに代わる個人のライフ・ス

ヽヽ
タイルをさまざまな面から補完すべく台頭して

きた新しい文化傾向が見出された。 それがいわ

ば,「グローバルな商品文化・消費文化」の津

波である。



単に「消費」の様々な「スタイル」に過ぎな

ヽヽ
いものが,各人の「ライフ・スタイル」の表現

と見なされ,そこから派生した「消費文化」

が,日常生活を意味づける価値として,「文

化」一般の根底に据えられるようになった。 つ

まりは,出来合いの商品の山の中からどの商品

ヽヽ(記号)を選ぶかによって,個人の「文化価

値」や「ライフ・スタイル」が表現されるよう

になったのである。 (実際,諸々の商品をめぐ

るインターネット上の情報交換の掲示板が,そ

ヽヽ
のまま各商品の購入者の人格をめぐる誹誘中傷

合戦へと変質している例は多々見られる。 )そ

こでは,新商品とその広告が個人のライフ・ス

タイルに介入し,文化の先端を司るのである。

こうした新たな文化的傾向は,「文化的ポス

トモダニティ」の到来として多くの議論を呼び

起こした0 たとえばジェイムソン(F.

Jameson)は,現代文化を「後期資本主義」社

会の内実を表象するものと捉えて,その特質を

「完全に商品化された文化」と,それに伴う歴

史感覚の喪失や感情の希薄化がもたらした「主

体の変容」の内に見出している(6)こうした議

論にも見られるように,現代文化は,何らかの

新たなステージへの変容を経験したと捉えられ

てしかるべき特質を有するといえよう。

さて,以上に検討してきたように,現代文化

には商品化・記号化・技術化,あるいは個人

化・断片化,文化的な時間意識の変質,さらに

はグローバル化に伴う文化の均質化・画一化の

傾向といった諸特質が見出されるとして,ここ

でまとめることができよう。

以下では,現代文化の新潮流を(1)グロー

バル文化(2)それに対抗する文化の再ローカ

ル化の傾向(3)その両者の二項対立的図式か

らは捉えきれない「サブカルチャー」の台頭と

いう三つのダイナミズムの視点から検討してい

く。

2. グローバル文化の諸現実

:合理性の空間的拡張

2-1「グローバル文化」とは何か

文化がある特定の自然条件の中での特定の生

活の「かたち」であり「価値」であるとするな

らば,その地理的範囲は元来さほど広いもので

はありえない。ある共通の文化的価値は,一定

の自然・生態系的特徴,具体的には気候・風土

の共有という空間的な条件(「生活空間」の共

有)によって第一に考えられるからである。

第二に,ある特定の気候・風土の共有から

は,特定の労働リズム,つまりは農業や漁業を

営む上での「生活時間」の共有が考えられねば

ならない。「暦(こよみ)」という言葉が「日読

み(かよみ)」から派生したと言われるよう

に,元来,人間の生活リズムを規定する「時

間」の了解は,それぞれの気候風土の条件に規

定された生活から「よまれた(了解された)」

時間であったといえよう。

文化価値の共有を,かかる二つの基本的条件

に照らして考えてみれば,その範囲はせいぜい

ある天候・気候について共通の「ことば」で相

互了解しあえる地理的範囲にとどまる。 それゆ

え文化価値の空間的な共有範囲は,本質的に見

ていわゆる「方言」が通ずる程度の地理的範囲

にすぎない0たとえば琉球文化や津軽文化,カ

タルーニヤ文化やサルデーニヤ文化といったも

のである。日本文化やスペイン文化,イタリア

ヽヽ文化という括りでさえ,「文化」を論じる場合

にはある程度逸脱ぎみの定義となってしまうと
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いえよう(7)

かかる観点からすれば,「グローバル文化」

というのは,なおのこと既存の文化理解からか

け粧れたものにはかならない。 しかしながら文

化は「分化」し,多方面に拡張する。 その範噂

の定義は概ね次のように空間的範囲を拡大して

きたと考えられよう。 ローカル文化から国民文

化-,国民文化からさらにはグローバル文化

-,という拡大である。

この過程で,先に見たように,ローカルな文

化や国民文化はグローバル化の進展の内で「脱

伝統化」あるいは「脱中心化」された。 それゆ

え文化は,個人的な「小さな文化」への断片化

と,多数の「個人」に対して脱国境化しつつ強

力に働きかかける「グローバル文化」(これま

でで最も「大きな文化」)の生成という,二つ

の相反する方向への複合的な「分化」を経験し

つつあるとまとめられよう。
また,商品とメディアの流通に牽引されたグ

ローバル文化は各地の文化的固有性や時好性を

ヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
マーケテイング的に取り込むがゆえに,必然的

に多かれ少なかれ「ハイブリッド的」なものと

なる。
以上の点を了解したうえで,以下にグ

ローバル文化の具体例を見てみよう。

すでに述べたように,グローバル文化は,商

品とテクノロジー,そしてその両者をエンジン

として絶え間なく全世界に押し寄せる経済のグ

ローバル化の奔流の中で形成されてきた。 むろ

ん,グローバル文化を「世界共通の普遍的な文

化」として考えるならば,その拡大はたとえば

日本における明治以降のいわゆる洋服や洋食,

あるいは西洋建築に端を発する近代都市(すな

ヽヽわち洋風の)生活様式の受容・浸透等々のよう

に,東アジア各地やそれ以外の非西欧圏の「近

代化」過程においてこれまでも十分に見られた

ことにすぎない。

しかしながら,これらは確かにグローバルで

普遍的な文化様式となったとはいえ,ある程度

までは「西欧出自の文化」として西欧と非西欧

の二項的な図式を色濃く残すものであった。 た

とえば洋服の価値を決めるのは,今もってやは

りパリやミラノのコレクションであり,^そこに

参加することがデザイナーたちの名誉であると

して,非西欧圏のデザイナーたちもこぞってそ

の場でのショーの開催を目指す。

むろんそこには多くの広告・メディア戦略も

見られるとはいえ,こうした事実が示すのは,

パリやミラノの地においてさまざまな分野から

服飾に関る「地場産業」が活発に生きているこ

とにはかならず,同時にまた,彼らが世界の洋

服の「本場」としての意識とアイデンティ

ティ,そして技術をしっかりと保ち続けている

ことの証左でもあろう。
それゆえに多くの旅行

客は,グローバルな販売戦略の中で今や完全に

「記号化」したブランド各社が張り巡らせる世

界各地の支店(いわば「本店のコピー」)では

飽き足らず,「本場」でのショッピングに向け

てわざわざ彼の地へと足を運ぶのである。

それに比して,今日のいわゆる「グローバル

文化」を象徴するとされるマクドナルドやコ

カ・コーラ,スーパー・マーケットやコンビニ

エンス・ストア,ディズニーランドやハリウッ

ド映画,ポップ・ミュージックやゲームなどと

いったものは,意識的にせよ,あるいは経営上

止むに止まれぬものにしろ,グローバルな経営

戦略におけるさまざまな局面において,企業の

歴史や伝統に根付いた「文化的な本場意識」を

ヽヽヽ
むしろ希薄化していくことに力点を置くものと



考えられる。

ヽヽヽヽ実際マクドナルドやそのクローン(同業の

フアスト・フード・チェーンやコーヒー・

ショップ,宅配ピザなど)においては,全世界

におけるサービスの「均質化・画一化」こそ

が,その経営戦略上最も重要な要素である。 し

たがって,マクドナルドが真の意味でグローバ

ル文化を代表するものである所以は,その販売

システム上,自身の文化的出自であるアメリカ

国内の店舗であっても,国外の店舗であって

も,(宗教上の理由によるなどの若干の地域的

なメニューの変更を除いて)ほとんど変わるこ

とのないサービスを提供することにあるO逆に

言えばマクドナルドに代表されるグローバルな

企業は,多かれ少なかれその「本場意識」を,

システム上,見事に捨象(すなわち「脱中心

化」)したものがほとんどなのである。

かかる基本的な姿勢を堅固に保つがゆえに,

グローバル文化の「牽引車」たちは,むしろ進

ヽヽヽヽ出先の特殊な文化事情に柔軟且つシステマ

ヽヽヽヽ
テイツクに対応(たとえばコカ・コーラがその

ヽヽヽヽ土地の好みの味に細かくアレンジされているよ

うに)することができる(8)いわばグローバル

文化は,均質性の「土台」の上に,進出先の文

化的特徴に合わせた「ハイブリッド性」を交え

つつ成長してきたのだといえよう。

自身の文化的出自に伴う限界(つまり自身が

属する文化の「かたち」)をシステム合理性の

中に解消しつつ,そうして獲得した合理性を普

遍的な価値としで懐に備え,全世界に出陣・展

開する。こうした企業努力がグローバルな資

本,技術,情報,メディアのネットワークの発

達にともなって世界各地で実を結び,やがて各

地の新しい世代に,生まれながらの食文化,服

飾文化などとして受け入れられ,ついには「グ

ローバル文化」として地球上に根を張った。 だ

が,その根本である合理性が,本当に「普遍

的」な価値として承認しうるものなのかどうか

については幾分疑問が残されよう。

212「マクドナルド化」における

「合理性の非合理性」

コカ・コーラやマクドナルド,あるいはディ

ズニーランドやハリウッド映画といったもの

が,しばしばグローバル文化と呼ばれる最大の

理由は,当然のことながらその影響力の巨大さ

にある。たとえば03年に開園20年を迎えた東京

ディズニーランドの入園者は延べ3億人,世界

12ヶ所に展開するディズニーのテーマパークへ

の02年度の入場者数は約9600万人に及ぶ(9)ま

た,マクドナルドは約120カ国で3万店以上を

展開し,1日の利用者は約4600万人に上る。 す

なわち,世界の130人に1人が毎日マクドナル

ドで食事をしているのであがo)0 それゆえ,

ディズニーランドやマクドナルドは,今や社会

学的な分析の対象となった。 それらの何たるか

を検討することは,とりもなおきず現代社会と

人間の何たるかを問うことにつながるからであ

る。

たとえばリッツア(G. Ritzer)は,『マクド

ナルド化する社会』0カにおいて,「マクドナル

ド」に象徴される,徹底して合理化された生

産・販売システムの様式が,広く文化・社会全

般に拡張しつつあるとして批判の狙上に載せて

いる0このいささか奇異な用語「マクドナルド

化(McDonaldkation)」的とは,リッツア自身が

強調しているように,M. ウェーバーの「合理

化論」の現代的な言い換えである。 すなわち,
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ウェーバーが看破した近代社会の「合理化の鉄

の樫」が,今や官僚制システムに留まらず,全

世界で日常的に利用される食の現場であるマク

ドナルドの生産・販売・消費の一連のプロセス

において目撃されるようになったというのであ

る。
リッツアによれば,「マクドナルド化」とは,

「ファストフード・レストランの諸原理がアメ

リカ社会のみならず世界の国々の,ますます多

くの部門で優勢を占めるようになる過程」を意

味すsa頚0その影響は,単にレストラン業界に

かぎらず,教育や政治,家族等々の社会のすべ

ての側面に及んでいる。 マクドナルドの成功の

要因は,リッツアによれば,「効率性」「計算可

能性」「予測可能性」「制御」の四点に求められ

る糾。マクドナルドはまさにこの四点を「消費

者」と「店長・従業員」に提供できたために成

功したのである。 実際,今や教育や政治などの

他の社会的な分野でも,こうした「合理性モデ

ル」に基づく「成果」を素早く提供することが

ますます求められている。 その限りにおいて,

社会は全体として「マクドナルド的」な方向へ

と歩みつつあるといえよう。

だが,リッツアの指摘で真に重要な点は,彼

が「合理性の非合理性」と呼ぶ部分であろう。

社会の「マクドナルド化」は,効率性の向上や

技術体系の進歩など多くの利点をもたらした反

面,完壁なマニュアルとシステム管理,諸々の

機械装置の導入などによって人間理性を否定

(脱人間化)し,食事を求める人間を「作業ラ

イン」(「ドライブ・スルー」など)に並ばせ,

さらには形の均質なフライドポテトを提供する

ために生態系に多大な負荷を与え,大量の「規

格外」のじゃがいもを無駄にしている的o

これらはいずれも「合理性」の追求ゆえにも

たらされた「非合理性」を表す。 そしてこれこ

そが「マクドナルド化」の「第五番目の次元」

と目されるのである。 なるほどマクドナルド・

モデルの合理性は「空腹から満腹-移動するた

捌こ利用できる最良の方法を提供」する08. し

かし,その合理性を完結するた捌こは,先に見

たような種々の「非合理的」な弊害をも受け入

れざるを得ないのである。

加えて近年では,ファストフード産業の隆

盛に伴う健康上の問題も多く指摘されている0

エレン・ラベル・シェル(EllenRuppelShell)

は,『太りゆく人類』の中で,「新鮮な野菜」は

コストがかかるためマクドナルドの「バリュー

セット」にはたいてい「サラダがついていな

い」こと。
さらに,店員は「スーパーサイズ」

を買うと「得だ」と客に思い込ませるよう訓練

されているため,客はより多くのシロップが

入ったコカ・コーラや,レギュラーサイズより

「脂肪とデンプンが数セント分多く」入ったポ

テトを購入していると指摘している。
ここで消

費者は,「スーパーサイズは買い得だ」という

認識に陥り,「質より量が勝利をおさめた」の

であがカOだが,それが健康にとっても「得」

であるかどうかはいうまでもないことであろ

う。

かかる非合理的な側面の数々にもかかわら

ず,多くの人々はその表面的な「合理性」ゆえ

に,フアスト・フードを賞賛し,利用し続けて

いる。実際,現代文化はファストフードに象

徴される「インスタント性」を求め続けてい

る。フアスト・フードやコンビニの弁当でイン

スタントな食事を取り,モバイル機器でインス

タントに情報を受信・発信し,携帯ゲームでイ



ンスタントにひまをつぶし,携帯電話でインス

タントにコミュニケーションをするといった具

合である。そこには,それらを支配する効率性

や計算可能性,技術体系の進歩といった「合理

性」-の止め処もない「信仰・礼賛」が見出せ

る。現代文化を支配するものの正体は,かかる

「合理性への信仰」にあるといえよう。 その限

りにおいて,それに伴う「不合理さ」もやむこ

となく世界の底流を覆い続けていくと考えねば

ならない。

2-3グローバル文化の矛盾

生産・販売・消費の諸局面における効率性の

向上や,市場の拡張といった諸々の合理性の追

求によりグローバルなレベルにまで拡大してき

た新しいグローバル文化(及びそれを牽引する

グローバル企業)は,別の側面でも「合理性の

非合理性」の矛盾に直面している。 それはいわ

ば,グローバル化それ自体に内在する矛盾であ

る。

たとえば,今や全世界で愛用されている

「ジーンズ(ブルー・ジーンズ)」は,周知の

ようにアメリカ生まれの生粋の「アメリカ文

化」~の象徴である08。とりわけ,「リーバイ

ス」の名で知られるリーバイ・ストラウス社

(現在の「ジーンズ」の起源を生み出した会

社)のジーンズは,その品質やデザイン性にお

いて最も人気が高いアメリカ製品の一つであ

る。世界中の若者たちが,映画などで見知った

「米国流の生活」への憧憶も込めてこの製品を

購入してきた。やがてアメリカ生まれのジーン

ズは,押しも押されもせぬグローバルな若者文

化の中枢へと発展し,それとともに「リーバイ

ス・ブランド」も,グローバルな価値を有する

ものとなった。

しかるに,まさにジーンズ文化がグローバル

文化へと発展したがゆえに,ジーンズ会社は世

界各地に誕生した。 当然にも米国本土のジーン

ズ業界は中国などの海外の工場との価格競争を

強いられ,結局リーバイス社は米国内のすべて

の工場の閉鎖に追い込まれた(19)。リーバイス社

は「企業の社会的責任(CSR)」の優等企業で

もあったが,まさにジーンズ文化のグローバル

化ゆえに,その工場はジーンズの本場を去るこ

ととなり,地域社会や従業員への「社会的責

任」は放棄された。これがグローバル化の矛盾

である。

こうした事実は,米国でリーバイス製品の製

造に携わっていた労働者にとっての不幸である

のみならず,まさにそれが「米国製」であるが

ゆえにその製品に憧れを抱いてきた壮界中の消

費者にとっての不幸でもあろう。 だが,これも

またグローバル化のひとつの実相である。 あら

ゆるグローバルな製品は,それがまさにグロー

バル文化の先兵であるがゆえに,さまざまな

「クローン製品」とのあいだで職烈な競争を繰

り広げねばならない。

マクドナルドもまた例外ではない。 マクドナ

ルドが世界各地で反米,反グローバリズム運動

の対象とされているのは有名であるが,同時に

マクドナルドは,グローバルな食文化の中心に

浮上したがゆえに世界のあらゆる食文化と競わ

ねばならないし,自身をモデルとする世界各地

のマクドナルド・クローンとも戦わねばならな

い。
マクドナルドが近年,世界的な「客離れ」

の中で苦闘しているのも,そうしたことと無縁

ではあるまい糾。

いずれにせよ,グローバル化の急激な進展の
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中で,グローバルな商品文化を牽引してきた企

業が苦闘しているといえよう0 かかる「グロー

バル化」の矛盾は,そのまま「グローバル文

化」の矛盾をもあらわすものと考えねばならな

い。

3. 文化の再ローカル化とその意味

するもの:スローフード運動と

時間的価値の再考

グローバルな商品文化の中枢を占めるこうし

た企業群の苦闘は,そのまま現代の消費文化の

表層的で脆い面を暴きだすとともに,グローバ

ル文化の行方を左右する力がどこまでも「経済

の論理」や「資本の論理」によってドライブさ

れるものにほかならないことを知らしめて余り

ある。
しかるに近年,主に企業や国家主導の

「経済のグローバル化」に抵抗する反グローバ

リズム運動の高まりとともに,経済のグローバ

ル化が生み出してきた「グローバルな文化的情

況」(フアスト・フードの蔓延など)に対する

ローカル・レベルからの異議申し立てが注目さ

れてきている0
その代表が,いわゆる「スロー

フード運動」である。

この運動は,イタリアの首都ローマにマクド

ナルドがオープンしたことを組織化のきっかけ

として,1986年に北イタリア(ピェモンテ州ブ

ラ村)ではじまったといわれる。
やがて運動の

理念は,当初の「フアスト・フード」への対抗

を超えて,効率とスピードを旨とする経済のグ

ローバリズムの非合理性や矛盾への異議申し立

てへと向かった。
近年スローフード運動は,イ

タリアを適えて海外でも徐々に定着し,その影

響力を増している。

日本においても,日本スローフード協会(名

古屋市)守,ニッポン東京スローフード協会

(東京)などのNPO活動が見られる。 こうし

た団体の活動は,主に料理教室や食材の収穫な

どを通じて,郷土の自然や伝統食について見直

す機会を共有したり,皆で作った食事を共にす

ることによって会話を楽しむ時間を共有したり

することにある。 全体として,「食を問い直

す」ことがこの運動の基本理念であり,それゆ

えに学校給食や体験学習を通じた「食の教育」

も活発化してきている¢1)0

このようにスローフード運動は,グローバル

化による「合理性の空間的拡張」に対して,

「生活時間の豊かさ」と,その特殊地域性の再

考を促す運動であり,その意味において文化の

「再ローカル化」を目指す運動だとまとめられ

る。マクドナルドなどに代表されるグローバル

文化が,商品としての食事の提供においてイン

スタント性や質の均一化を追及しているのに対

ヽヽヽヽ
し,スローフード運動が目指すのは,食と文化

ヽヽヽヽ
の連続性であり,その名が示すように,食事の

時間をローカル文化の時間の中に取り戻すこと

であるといえよう。
ところでクリフォード(J. Clifford)は『文

化の窮状』の中で,近代世界において「人やモ

ノはいよいよ本来の場所を離れつつある」と捉

えている。「組織化された移動性をともなう都

市的で多国籍な世界では,たとえば韓国で作ら

れたアメリカの服をロシアの若者が着るし,誰

ル-ツ
もがみなその『根』をある程度は切り取られて

しまっている」。このような世界においては,

「人間のアイデンティティを,ひとつの首尾一

貫した『文化』や『言語』に結びつけることが

ますます困難になっている」。 現代文化は,国

や地域の伝統や価値に根ざした文化ではなくな
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りつつあり,現代社会におけるアイデンティ

ティは,「もはや継続的な文化や伝統」を前提

として考えることなどできないのである榊。

これまでに検討してきたように,こうした傾

向は現代文化の避けがたい命運であり,経済の

グローバル化や文化本来の「分化」という性質

を考えれば,全体としてそれを単純にモラリズ

ム的な観点から否定することもできない。 だが

ヽヽ同時に,グローバルな商品文化の展開が,それ

ヽヽ以外の既存の文化価値と両立不能な事態である

という保障は何もない。 マクドナルドが現地の

店員を雇い,現地の住民を消費者として迎える

ように,ほんの少し視点を変えてみれば,グ

ローバル文化が必然的にローカル文化と重なり

合っていることが理解できよう。 したがって,

単にマクドナルドなどのグローバル文化への影

響力を持つ企業を批判するだけではなく,それ

を受容する側の文化の再考,すなわち各地の多

種多様な文化がその意味の充溢を取り戻すため

の方策を模索することの方が,むしろ全体とし

ての文化的なバランスと包括性の維持や人格の

形成にとって,より重要な基盤であると考えね

ばならない。これはいわば,モダニティの生成

過程の中で散逸したローカル文化の「断片」を

再収集することである。それは当然にも,新た

な文化的パースペクテイヴとしてのグローバル

文化に対しても開かれていなければならない。

再ローカル化の動きは,「過去への逆行」を意

ヽヽヽヽヽ味するのではなく,まさに現時点でのローカリ

ティを模索し表現するものでなくてはならない

からである。

その意味でも,目下のスローフード運動は,

単に食事を家族で共に作り,共に楽しむといっ

た行為の「時間的意味」が織り成す価値に還元

されるだけではなく,むしろそうした共同行為

ヽヽヽヽヽヽ、、、、、ヽヽヽヽヽによって,現代を生きる個人と地域の伝統との

ヽヽヽヽヽヽヽ、、、、、、、、、ヽヽヽヽヽあいだで新しい「意味の連続怪」を生み出そう

ヽヽヽヽヽ
とする運動であるといえよう。 その限りにおい

て,ここに「コ・ミュニティ形成」への意思が汲

み取られねばならない。

地域通貨運動にも同様の側面が見出せる。 い

わゆる「地域通貨」は,オーストリアの地方都

市ヴェルグルが大恐慌に際してはじめて発行し

たとされる(1932年7月)0 今日ではアメリカ

のイサカ市における「イサカ・アワーズ

(IthacaHours)」(1991年開始)などの例が有

名である。「イサカ・アワーズ」は利用範囲が

地域に限定されるうえに利子もつかない「通

貨」ゆえに,絶えず循環して多くの経済効果を

もたらしている。しかもその効果は「地域の資

源」として地域で再利用することができる。

「通貨」は選ばれたメンバーによるイサカ・ア

ワーズの管理委員会によって発行される。 委員

会によって2ケ月に一度発行される『アワータ

ウン』という新聞の裏にある申し込み用紙に1

ドルをつけて「自分に何ができるか,何を売る

のか」を記載して送ると次の号にリストアップ

されてメンバーになる仕組みである。

ドルや円のような通貨が,グローバル経済の

奔流の中で住民たちの手の届かないところへ還

流されてしまうのに対し,こうした地域通貨

は,住民同士の顔の見える範囲で流通するいわ

ば「スローな通貨」である0 地域通貨は,全体

として地域住民のコミュニケーションを促進す

るメディアであり,地域と個人とのあいだの

パートナーシップ形成を通じて,スローフード

運動と同様に地域の「再ローカル化」を目指す

ものとまとめることができる。
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このように,経済とテクノロジーをエンジン

として,市場の空間的拡張を是とするグローバ

ル文化に対して,家族,地域性,時間的価値の

見直しなどを目標とするスローフード運動や地

域通貨に代表される新たな「文化了解のかた

ち」が,ほかならぬ文化のグローバル化を大き

なきっかけとして派生してきたといえよう。

4. 越境するサブカルチャー

:文化的ポストモダニティの院路

これまでの検討で,現代文化が全体としてグ

ローバル化と再ローカル化という大きな二つの

潮流を示していることが明確になった。 しかし

ながら,それら二つの文化的潮流を二項対立的

に捉えるだけでは現代文化の実相は明らかには

ならない。ここで補足的に,いわば「現代文化

の第三項」として「サブカルチャー(Subcul

ture)」を取り上げてみたい。

いわゆるサブカルチャーは,一般的な意味で

のグローバル企業に仕立てられたグローバル文

化でもなければ,もちろん地域に根ざしたロー

カル文化でもない。 むしろグローバル/ローカ

ルといった二項区分に収まらないがゆえに,決

してメイン・ストリームには登場しない文化価

値として「サブカルチャー」なのだといえる。

もっとも,いわゆるサブカルチャーの接頭語

「サブ(Sub)」が,「下,副,補欠」などと

いった意味を表すことを考えれば,これを

「ポップ・カルチャー」との対比で捉えること

もできよう。 大衆文化としてのポップ・カル

チャーに対して,サブカルチャーはマニアック

な商品や情報知識の収集に重心を置く一種のカ

ウンター・カルチャーだということになろう。

しかしながらそれは,アドルノらがいわゆる

「大衆文化」を産業化された文化として批判し

た際の,ある種の「エリート主義」的な色彩を

持つ立場とはもちろん異なる。 つまり,サブカ

ルチャーは「高級文化」とも「大衆文化」とも

異なる立場に立つものとして,ここでもやは

り,かかる二項対立的図式から軽やかに越境し

うるのである。その意味で,サブカルチャーを

「脱政治的」な可能性を有するものと捉えるこ

ともできようが,実際にはすでに述べたような

意味で,むしろ文化の「個人化」と関るものと

いえよう。

いわゆる高級文化と大衆文化の区別は,文化

的なポストモダニティの到来(折衷的な文化の

拡大)と,消費文化の蔓延における諸価値の記

号化の渦の中で,すでにその秩序の区分を担っ

ていた文化的価値枠組みを希薄化してしまっ

た。そのような情況における,文化の個人化・

小集団化,断片化の進展を決定的に表現してい

るのがサブカルチャーの領域であると考えられ

る。

その実相は,かつての前衛的演劇やロックの

分野から今日の日本製のアニメやゲーム,それ

らの関連商品(たとえば「フィギュア」と呼ば

れるアニメなどの登場人物の精密な「人形」な

ど),あるいはB級映画など,いずれにしても

当該分野にマニアックな関心を寄せる人々(い

わゆる「オタク」)による,極小まで細分化さ

れた趣味曙好の対象としての商品・記号群にほ

かならない。
しかしながら,もとよりその対象

は極めて多岐に渡るため,あらゆる定義づけを

拒むものといえよう。 そのようなサブカル

チャー「信者」たちがインターネットの発達と

も相まって,いとも簡単に国境を越えて情報交

換し,マニア同志が国際交流を深めているのが
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この分野における昨今の現状である。

実際,近年の日本アニメ(海外では一般に

「ジャパニメーション」と呼ばれる)の影響力

は極めて大きく,たとえばウオシャウスキー兄

弟の手によるハリウッドの大ヒット映画『マト

リックス』(1999年米)が,日本のアニメ作品

『攻殻機動隊』(押井守監督,1995年)の多大

な影響の下に作られた作品であることは有名な

事実である。さらには,タランティーノ監督が

『キル・ビル』(2003年米)において試みたよ

うに,ついには日本のアニメそのものを実写作

品の中に取り入れてしまうほど入れ込んだ例も

見られる。こうしたアニメの制作会社は,決し

て巨大な企業というわけではなく,監督や作品

ヽヽ名も宮崎駿やその一連の作品のように広く一般

に知られているというわけでもない。しかしな

がら内外のサブカルチャー「信者」たちには長

らく圧倒的な支持を受けてきたのであり,その

世界的な影響力は計り知れない。近年では,

ファッション業界やその他のデザイン分野にお

いても,世界的なブランドやデザイナーが日本

のアニメ・マンガなどをモティーフにした作品

を発表する例が目立ってきている脚。

かくして今日のサブカルチャーを象徴する日

本のアニメの例のように,従来対極的なものと

考えられてきたグローバルな文化(ハリウッド

映画)とサブカルチャー(ジャパニメーショ

ン)の垣根は今やほとんど意味をなさず,両者

はいずれも国境を越えて相互に影響し合ってい

るといえる。これが現代のサブカルチャーの第

-の傾向である。

また,この領域において重要なことは,個人

のあらゆる属性の内で最も重要な要素が「趣味

噂好」であり,当該分野での「情報知識」であ

ることにほかならない。ここでは「趣味時好」

が人を結び付ける紐帯であり,「情報知識」が

人を惹きつける魅力となっている。それゆえ国

境や人種,民族の壁を最も簡単に越境しうる文

化領域が,まさに「サブカルチャー世界」なの

だといえよう。これが,今日のサブカルチャー

全般が基本的に内包する「文化的無国籍怪」の

特権性であり,この領域の第二の傾向である。

ヽヽ(サブカルチャー世界の殿堂ともいえる,現在

ヽヽヽヽヽヽヽ
の秋葉原の無国籍的な様相を見れば,それが現

代のサブカルチャー世界が有するまれに見る文

化的「クレオール性」を表象していることをた

だちに理解できよう)0

他方,別の観点からすれば,サブカルチャー

を中心とした今日の「オタク文化」は,グロー

バル文化のシステム的・大衆消費的なスペクタ

クルの領域と,ローカル文化の共同体的・生活

世界的価値額域の,そのいずれの領野に対して

も自身の居場所を見出すのが困難な人々の存在

を示しているともいえよう。

システムと生活世界の「はざま」にあって,

その両者の圧力から絶えず越境を試みようとす

る人々の「ライフ・スタイル」を,サブカル

チャー的な文化理解の根底に据えて捉える必要

もありうる。貨幣と権力にドライブされたシス

テムの領域はもちろん,ハーバーマスがコミュ

ニケーション的合理性の発露の地平に据えた

「生活世界」もまた,決して無条件に融和的な

世界ではありえない。ある種のコミュニケー

ション的合理性が,サブカルチャー的な商品知

識や特定の趣味晴好に関するマニアックな知識

交換を媒介にして,仮に幾分「閉鎖的」な情況

で発揮されているのだとしても,それをただち

にシステムと生活世界の二元論を用いて批判す
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ることなどできないのである。

さて,その性格上,さまざまな分野への越境

的交流の可能性を秘めるとはいえ,サブカル

チャーの頚城における「文化交流」のコンテク

ストは,本質的に諸個人の「マニア的趣味・時

好性」に依拠するがゆえに,全体社会の観点か

らすれば,当然ながら差異化・断片化の方向を

志向したコミュニケーションを基本線とせざる

をえない面がある。
それは容易にあらゆる既存

の政治性を越境しうるが,同じく容易に解消さ

れうる人間関係を前提とする。 加えて,今やア

ニメ,マンガ,ゲームなどの商品群は,単なる

マニア向けの「記号」として片付けられないほ

どの経済効果を生み出すようになった。
米国向

け日本製アニメの関連輸出額がついには鉄鋼製

品の4倍の額にまで及んだ糾ことは,ある種の

サブカルチャー的文化交流の一層の活発化を想

起させるが,同時に産業化したグローバル文化

への部分的な解消という末路をも予見させるの

S&Z3!
グローバル文化の隆盛と,再ローカル化の胎

動のはぎまで,サブカルチャーの領域の一部は

グローバル文化との相互作用の中でポップ・カ

ルチャー-と浮上し,残りの部分は進むべき

「陸路」を求めて一層の「オタク的」感性と

ネットワークを磨き上げていくこととなろう。

しかし,その「陸路」の中から,サブカル

チャー的ハイブリッド性やネットワーク性を生

かした斬新な映画作品や芸術作品が登場してく

ることも期待されうる。

5. むすび:現代文化における

「崇拝[cult)」の視座

以上に検討してきたように,現代文化はグ

ローバル文化の台頭,文化の再ローカル化の胎

動という大きな二つのベクトルを有する。 加え

て,サブカルチャー的ネットワークの拡張もま

た無視できない影響力を有するようになってき

ている。すでに明らかになったように,これら

の潮流はいずれも単独の流れに留まるものでは

なく,むしろ相互に影響関係を深めつつある。

マクドナルドのようなグローバル文化とスロー

フード運動の対抗的関係,あるいはハリウッド

映画とジャパニメーションの近接的関係といっ

たように,それぞれが相互に作用し合う中で,

全体として新しい文化的地殻変動を経験してい

るといえよう。現代文化はどのようなレベルに

おいても何らかの単一の要素に還元して考える

べきものではなく,これらを含む多数の潮流が

交じり合う潮目の中に見出されるべきものであ

ることが明確になったといえよう。

しかしながら,今日の最大の文化潮流は,や

はりグローバル化に伴う「文化のグローバル

化」の流れにはかならない。 近代社会は政治,

経済のグローバル化とそれに伴う多くのコンフ

リクトを経験してきたが,いよいよ文化のグ

ローバル化とそれへの抵抗が歴史の主題として

浮上してきた。この流れは今後長らく継続する

と考えられるが,前章で見たように,かかる大

きなレベルでのイデオロギー的対立とは別の次

元で,インターネットなどのパーソナルな情報

技術の発達と文化の個人化・断片化の傾向が結

びつき,新しい文化的ネットワークが築かれつ

つあることにも注目せねばならない。

むすびにあたって,再び冒頭に述べた文化と

いう語のラテン語の起源に戻るならば,そこに

ある興味深い別の意味を汲み取ることができ

る。文化(cultura)の語源であるcolereには,
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「住む・耕す」などのほかにも「守る・敬う」

などの意が含まれ,それらがcultus(敬い崇め

る)を経て英語のcult(崇拝)-とつながって

いることである。

この意味で文化とは,「耕し・養育」しつつ

も,それらを自然や他者の脅威などから「守

り・敬う」というところに求められるといえよ

う。しかしながらこれまでに見てきたように,

現代文化の最大の特異性は,テクノロジーと経

済の合理性への「崇拝」,あるいは財やサービ

スといった諸々の「記号」-の「崇拝」にあ

る。それらの「崇拝」は,他方で歴史的伝統

や,古い共同体的価値-の「敬い」については

ほとんど意に介さずにきた。また,いわゆるサ

ブカルチャーも,本質的には商品・記号・情報

に対する文字通りの「カルト」的な熱狂によっ

て成立する文化価値の額城にほかならない。そ

こではさまざまな「崇拝」のかたちが闘争を繰

り広げているのである。

むろん,崇拝という行為は信仰心という心情

から発するものとして何らかの善悪へと還元し

て考えるべきものではない。商品文化や技術文

化への「崇拝」という観点が示すのは,むしろ

今日の人間が占める文明史的な位置であり,現

代文化の価値の地平の何たるかであろう。

先にも触れたように,近代社会の最大の目標

は個人の自由の確立であり,その過程の社会改

革も「ことごとく個人の解放,自由の確立」を

目指してきた。そして文化もまた,そうして確

立された個人の自由の手の内にその価値を委ね

ることとなった。かかる個人が選択した文化価

値が,全体として「マクドナルド化」に象徴さ

れるごとき徹底した「合理性」の内で表現され

ているのだとすれば,現代社会とその文化と

は,まさしく現代人の求めに応じたものとし

て,現代の人間の文化了解の反映にはかならな

い。ハイデガー的な観点からすれば,文化を商

品や記号として了解する有り方をも含めた「存

在了解(Seinsverstandnis)」自体が,むしろ人

間(現存在)自身の今日的実存の有り様を示し

て余りあるのだといえよう的O

そうした中で,文化をcultusの意味の内で

「守り,敬う」べく行動するための哲学が求め

られているといえよう。ここに検討した三つの

文化潮流のそれぞれが相互に補い合うための道

筋を切り開く,学際的・包括的な文化哲学,文

化社会学的検討を今後の課題としたい。

〔投稿受理日2003.ll.25/掲載決定日2003.12.4〕
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